
 

 

 すぐにけんかになる子はどのクラスにもいるものです。中・高生になると日常生活の中での目立ったけんか
は少なくなりますが、周囲が成長して相手にしなくなっただけで本人が抱えている問題は変わっていないことも

あります。けんかをしなくてすむ自己表現やコミュニケーション能力を伸ばす支援を考えましょう。 

■子どもの行動と先生の現在の対応 

 

 

■要因と要因に応じた対応 

 

           ■その後の様子 

 

子どもの行動 先生の対応 子どもの行動 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 要因 要因に応じた対応 

□ 
状況判断が弱く、周囲や相手の行動をよく誤解す

る。 

 

□ 
感情のコントロールができない。  

 

□ 
相手や周囲の何気ない行動を自分への嫌がらせや攻

撃ととってしまうなど、被害者意識が強い。 

 

 

□ 
自分の気持ちや状況を表現することが苦手で、暴力

をふるってしまう。 

 

 

□ 
過去の嫌な体験の印象や恨みなどの感情が強く現在

の行動に影響する。 

 

 

□ 
自分が周囲からどのように思われているかわからな

い。 

 

 

□ 
生活の基盤が弱いなどの理由から、情緒が不安定で

ある。 

 

□ 
その他 

 

 

すぐにけんかをする 

・ 

 

 

・ 

 


